
取組内容 医療法人治久会もみのき病院  

１ 計画期間  平成２５年１月１日から平成２６年１２月３１日 

２ 行動計画の

目標 

①産前産後休業や育児休業、育児休業給付、育児休業中の社会保険料免除等の制度周知や情

報提供を行う。 

②妊娠中の女性職員の母性健康管理についてパンフレットを作成し、制度の周知を図る。 

③男性の育児休業取得を促進するため、制度の周知や情報提供を行う。 

３ 取組の結果  

① 妊娠中の母性健康管理、産前産後休業及び育児休業制度などの諸制度を紹介したパンフレ

ットを平成２５年６月に作成し、妊娠中の女性職員に配布した。 

② 男性の希望者全員及び出産予定の配偶者がいる男性職員に対し、出産時特別休暇、育児休

業、子の看護休暇等諸制度を紹介したチラシを配付した。 

③ 平成２６年８月に、作成したパンフレット及びチラシを用い、各種制度の紹介及び男性の育児休

業取得について管理職研修を実施した結果、出産経験のない管理職の妊婦に対する理解が深

まり、制度を理解することができた。 

④ 毎月１回、安全衛生委員会で部署別残業時間の報告・管理を行った。残業の多い部署につい

ては聞き取り調査等を行い、現場の実情に合わせた柔軟な勤務区分を作ることにより、総時間外

労働が減少した。 

４ 工夫点 

 

①妊娠、出産、育児休業取得者を織り込んで採用計画を立て、人員を確保している。 

②職場復帰前に、育児休業取得者と面談し、復帰後の希望や制度説明を行っている。残業がない

よう時間管理を実施している。 

③職場の５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）を実施して、時間外労働を削減し、安全で清潔な働きや

すい職場環境つくりを行っている。 

④ 高知県認定こども園もみのき幼稚園・めだか園をグループ法人内で運営しており、産休明けから

利用可能で、学童保育も実施している。同施設の利用職員に対し、保育料の一部を補助してい

る。また、子育てをしながら安心して働ける職場環境をめざし、病児や病後の回復期（保育園に預

けられない状態）の子のために、平成２５年度新たに「病児・病後児保育室」をグループ法人内で

設置した。 

⑤ 子の出生時に父親が取得できる２日の休暇制度（有給）がある。仕事と育児・介護などの両立

のために半日単位及び時間単位の年次有給休暇制度を設けている。 

５ 期間内の育
児休業取得者
数 

男性 １人、女性 ８人 

６ くるみんマー

ク認定を目指し

た理由 

“人は、一度しかない人生を生きる、かけがえのない存在です。その人生を幸せと感じてほしい…。 

そのために私たち「内田グループ」は何ができるだろう。” 

これは開院以来変わらない当院の運営方針である。職員一人ひとりが安心して働けるよう、ま

た、家庭や社会のあらゆる場面で活躍できるよう支援することは、病院運営にとって重要な取り組み

と考え、「くるみんマーク認定」を目指した。 

７ 男性の育児

休業取得のた

めに工夫した点 

男性の育児休業取得を促進するため、両立支援制度に関するパンフレット等を作成し、管理職を

対象とした研修を実施した。管理職に、育児休業は女性だけでなく男性も当然に取得できることや、

専業主婦家庭の男性職員も育児休業取得が可能なこと等を周知し、制度の浸透を図った。 

また、出産予定のある配偶者がいる男性職員に対し、制度に関するチラシを配布した。休業中の

賃金や復帰に対する不安等から、育児休業を取得した職員は1名のみだったが、男性の育児休業

に対する意識や職場づくりの変化が、男性の育児休業取得へつながったと思う。 

 

 


